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＜病棟連絡事項＞
・特記なし

＜入院・入室状況＞
【入院】
・酒田　絹代様：東Cユニット5号室
・小坂　君子様：東Dユニット19号室

【退院】
・田村　隆己様：東Cユニット4号室
・高橋　信一様：東合併症室

【部屋移動】
・和田　昌様：東Bユニット3号室→東Aユニット19号室
・掛端　洋之様：東Aユニット10号室→東Bユニット3号室

＜患者様連絡事項＞
・高橋　信一様～午前中発熱は持続していたが、特に意識レベルやバイタル特変なく経
　　　　　　　　過していた。急に重篤な不整脈が出現しJCS300へ意識レベル低下。心
肺蘇生処置施すが状態は回復せず14：28　死亡確認、17：20　葬儀業
者へ引き渡し死亡退院となる。

・褥瘡（持ち込み）発生：4/8　栃木　眞紀子様　仙骨部(真皮までの損傷）
　　　　　　　　　　　DESIGN-R：11点

・田村　隆己様～退院後の日赤受診の付き添いについて、検査のみで状態説明などは必要が無かったことが、ご家族様にしっかり伝わっていなかったため、施設からも同様の説明があったがご家族様納得されていない様子。4/22　10：00初外来の際に、病棟より経緯の説明をお願いしたいと、ＳＷより依頼あり（カルテ記録参照）。

[bookmark: _GoBack]・堀田　弘子様～転医先についてPSWが探し長女様と相談する事となりました。
　　　　　　　　週明け主治医へ依頼作成依頼していく。その後SWが処理していく。

・中村　栄作様～医心館職員より状態確認の連絡あり、最近の様子やADLについて
お伝えしている。
また、経管栄養について、現在ディムスを使用しているが、処方
で出せるエンシュアなどに変更頂けないかとの問い合わせあり、
栄養士へ相談し候補をメールでもらってます。病棟メールの添付
ファイル参照を。
入所日については、家族と相談し調整中とのこと。
追伸にて、診療情報提供書の希望あり。主病名はパーキンソン、
ヤール分類と日常生活自立度も記載してほしいとのこと。
上記、週明け主治医へ報告し診療情報提供書作成依頼を。
作成次第、医心館　向谷地様へFAXすること。

・掛端　洋之様～主治医不在の為、田名部Drより臨時薬4日分処方。

・小栗　健太郎様～IFオーダーコントミン7回分処方。
　　　　　　　　特定他患（男性）へ手紙を渡してほしいと要求あり。主治医に確認し
てもらい、西病棟看護師から渡すようにお願いしている。

・高橋　信一様～心電図モニター4/8～4/11指示受ける。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前午後1時間ずつ開放観察実施。迷惑行為有り時間早めて開放観察終了としている。自室内での不潔行為はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～起床時右上肢拘束解除、午後左上肢拘束解除実施。危険行為は無く臥床して過ごしている。冷房や食事形態に関する訴えあるが説明には応じており不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～終日隔離中。小声での独語や大声で叫ぶこと、壁叩き見られている。声掛けにも易怒的、素っ気無さ見られており止める事は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・栃木　眞紀子様～食事は2/3～1/2摂取し拒薬なし。テレビ番組や私物の要求を大声で
叫んでいるが、スタッフ対応は穏やか。バイタルサインの異常無し。

・三浦　勝郎様～ホール内徘徊している。声掛けに易怒性や抵抗は無いが徘徊は続けている。流涎あり、唾でむせこむ様子見られている。

・武内　隆三様～ホール内徘徊や他室侵入している。介入に抵抗はなく穏やか。

・沼山　真紀子様～来詰頻回にあり、私物や菓子、架電要求等聞かれている。対応出来かねる事に関しては要求が通るまで話し掛けあり、再三の説明で渋々了承している。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：R4.4.8　13：23
　氏　　名：酒田　絹代（さかた　きぬよ）様
　生年月日：昭和26年3月8日　71歳
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　　R3.6.29に夫が酸素生活を13年・自宅介護したのちに他界。
　その後より全てにおいて不安になる。何をしていいかわから
　ない状態となり、確認行為を同居家族の息子様に依頼すること
　もあった。食欲低下し、同年7月には約５㎏へ減少。R4.１.11
　にあおぞらクリニック初診。初診時、「こわい」と繰り返し話
　すのみで詳細を話すことが困難な状態で薬物療法開始。その後、
　状態軽度改善したが先月より再度「何もできなくなった。」と
　話し食欲不良のため内科にて連日点滴を実施している。
   当院入院にて加療の必要性ある為、あおぞらクリニックより
  紹介あり。東病棟Cユニットへ任意入院となる。
　　※食思不振あるが、食事摂取量みながら点滴治療を考慮。
　　※自宅では家族の勧めでメイバランスを摂取。栄養士から週末用にメイバランスを
もらってます。摂取量みながら提供してみて下さい。

（緊急時）救急搬送
（洗濯）家族、毎週金14～16時
（売店）不可。差し入れのみ
（コロナワクチン）3回目R4.3月
（退院支援）自宅、入院1ヶ月。その間新規介護認定進める（居宅サービス利用予定）。

②日　　時：R4.4.8　　13：50
　氏　　名：小坂　君子（こさか　きみこ）様
　生年月日：昭和26年5月25日　70歳
　病　　名：統合失調所
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Ｄユニット

＜経過＞
　昭和51年(25歳時)より激しい頭痛と食欲不振を訴えることがあり、
八戸市民病院受療開始をしている。罪責・関係念慮、不眠、妄想など
の症状が出現し県立つくしが丘病院に入院。以後八戸市民病院に計8回
の入退院歴がある。H5.1.3、当院へ医療保護入院となる。
その後も入退院を繰り返していたが最終でH3.11.4～H24.8.11入院。
主治医の開業に伴い、H27.12.22白山台メンタルクリニックへ転医と
なっている。転医後は、通院を2～3週に1回、訪問看護を2週に1回利用
していた。R4.3月に入り確認行為や忘薬などが見られていた為、下旬
より訪問回数を増やし経過を見ていたが、外来受診日に来院されない、
訪問看護が訪問しても自宅から出てこないことが増えていた。R4.4.6
定期受診日であったが、来院しておらず。訪問介護が自宅訪問時は応答
なく、姉が安否確認行っている。独居での生活維持が困難で、姉様より
入院の希望あり。R4.4.8服薬調整による症状の改善と環境調整目的にて
東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。




